
                   
                              

  
In 全国スポーツ少年団ホッケー交流⼤会（東京⼤井） 

 
趣 旨   全国の⼦どもたちに対して、ホッケーの普及と競技⼒向上のため、オリンピアンや元⽇本代表より、ホッケーの魅

⼒を伝えます。また、スポーツをする機会が減少している状況を踏まえて、どんな⼦どもたちにもスポーツに触れ
合える機会の提供と、ホッケーの楽しさを伝えます。 

 
主 催   公益社団法⼈⽇本ホッケー協会 

    
協 ⼒   ＥＮＥＯＳ株式会社、株式会社 WIS 
 
期 ⽇   令和 6 年 9 ⽉ 14 ⽇(⼟) 

12:00-13:00 ホッケー体験会①  参加者 50 名 
15:00-18:30 相⼿を称えるセレモニー  各チームに対して 

令和 6 年 9 ⽉ 15 ⽇(⽇) 
  12:00-12:45 ホッケー体験会②  参加者 45 名 
  13:15-       トークショー 
  13:45-       サイン会、抽選会 
  17:00-17:45 ホッケー体験会③  参加者 8 名 

 
場 所    「体験会」 ⼤井ホッケー競技場 多⽬的コート / サブピッチ 
        「トークショー・サイン会」 ⼤井ホッケー競技場 メインピッチ観客席 
         
託児サービス  サービス提供︓株式会社 WIS 
＊託児サービスは、23 年 11 ⽉よりＥＮＥＯＳ株式会社にご⽀援いただいております。 
 
講 師   9 ⽉ 14 ⽇(⼟) 
       ⼩野真由美（北京・リオオリンピック代表） 

及川栞（東京 2020・パリオリンピック代表） 
北⾥謙治（東京 2020 オリンピック代表） 
星希⺒加（東京 2020 オリンピック代表） 
千葉健寛（2023 インドアホッケー⽇本代表） 
冨⽥恭平（JHA エリートアカデミー統括コーチ） 



                   
                              

⼭下彰⼦（元⽇本代表・夢⾒るホッケー教室リーダー） 
9 ⽉ 15 ⽇(⽇) 
藤尾⾹織（アテネ・北京・ロンドンオリンピック代表） 
永井友理（リオ・東京 2020・パリオリンピック代表） 
千葉健寛（2023 インドアホッケー⽇本代表） 
冨⽥恭平（JHA エリートアカデミー統括コーチ） 
⼭下彰⼦（元⽇本代表・夢⾒るホッケー教室リーダー） 

 
担 当  （公社）⽇本ホッケー協会_YumeProject グループ ⼭下彰⼦ 
      akkyhpy5959@gmail.com 

 
 

◯教室内容 

9 ⽉ 14 ⽇(⼟)、15 ⽇(⽇) ホッケー体験会①〜③（⾃由参加/⼊退場⾃由） 
・初めて体験エリア 
ホッケーのルール 
スティックの持ち⽅ 
ドリブルチャレンジ 
シュートチャレンジ 
お互いにパスしてみよう 
親⼦でゲームしてみよう 
・講師と対決エリア 
オリンピアンとゲームしてみよう 
いろんなスキルを学んでみよう 
オリンピアンに質問してみよう 
・フリーエリア 
⾃由にホッケーを楽しめるスペース 
 
15 ⽇(⽇) トークショー・サイン会（抽選会） 
ゲスト 藤尾⾹織さん、永井友理さん 
進⾏ ⼭下彰⼦ 
・トーク内容 
ホッケーの経験談 
⽇本代表にまつわる話 
海外移籍でのエピソード 
全国スポーツ少年団ホッケー交流⼤会でのエピソード 
質疑応答 
⼦供たちへエール など 
・抽選会 
永井友理から adidas 製品を⼦供たちへプレゼント 



                   
                              

 

◯所感 

⼩野真由美（北京・リオオリンピック代表） 
⼦供たちは、⾃分の意⾒をしっかりと伝えられるようになっている傾向があると感じました。⽇頃の指導者の皆さんの、コミュ

ニケーションが変化しているのかな︖とも思いました。 
攻守の切り替えが早くて良かったです。スクープを使っててすごかったです。タイトなマークだったので真似したいです。声が
ずっと出ていて良かったです。とポジティブな声をたくさんもらいました。もし、時間があれば挑戦中のスキルの共有やチームの
課題と向き合う時間があるといいなって思いました︕今回も参加させていただきありがとうございました︕ 
 
及川栞（東京 2020・パリオリンピック代表） 
スポ少に出れる年齢、出れない学年関係なくホッケーを沢⼭の⼦供達に触れてもらったり、スポ少に出れない⼦には試合

を公式戦ではないけど体験させたりも出来て本当にいい機会だったと思う。 
相⼿を称えるセレモニーも⾊々な⾓度から⼦供達も今の年齢から⾒ることが出来たり、相⼿から学び、いいところを盗むっ

ていういい習慣も付けれると思いました︕やって良かったなと思いました。 
 
北⾥謙治（東京 2020 オリンピック代表） 
ホッケー教室では、ホッケーを通して⼦どもたちと交流ができ、楽しい時間を過ごすことができました。相⼿を称えるセレモニ

ーでは、⼩学⽣同⼠で対戦相⼿の良かったところを伝え合うことがしっかりできていて、交流も含めて凄く良い時間になった
のではないかなと思います。本当に楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございました。 
 
星希⺒加（東京 2020 オリンピック代表） 
今回の夢⾒るホッケー教室では、⼦どもたちは⼤会の試合前にも関わらず、沢⼭の⼈が楽しそうに参加してくれてホッケー

に対するエネルギーを多く感じることができました。失敗を恐れずチャレンジする姿勢や⾼い⽬標を持って⼤好きなホッケーに
打込む姿勢はこれからの⼤きなステップアップする⼤事な事だと思うので、これからも⾃分に⾃信を持って取組んで欲しいと
思いました。称えるセレモニーでは、試合の中で出来た成果や相⼿のチームから学ぶことができた良い時間だったと思いま
す。また⼀緒にホッケー出来る⽇を楽しみにしています︕ 
 
藤尾⾹織（アテネ・北京・ロンドンオリンピック代表） 
今回の夢⾒るホッケー教室はホッケー⼤好きな⼦供たち、お兄ちゃんお姉ちゃんに影響をうけてホッケーに興味がある⼦

供、初めてホッケーに触れる⼦供と、さまざまな⼦どもがたくさん体験に来ていました。普段ホッケーをやっている⼦にとっては、
現役の選⼿やオリンピアンと⼀緒にミニゲームができ、実際に⽬の前で⾼いスキルをみることができ、⽬がキラキラ輝いていま
した。今後競技を続ける上で、モチベーションアップに繋がる素晴らしい機会になったと感じます。 
また、お兄ちゃんお姉ちゃんの応援で⼀緒に会場に来ていた⼩さい⼦ども、初めてホッケーを体験する⼦どもを今回私は担

当しましたが、⼤井ホッケー場の雰囲気の中で体験できる事で、体験する時からやる気がみなぎっており、少しホッケー知っ
てる⼦は初めての⼦に⼀⽣懸命教えてあげる様⼦や、ホッケーを通じてすぐにお友達になったりと、参加する事でホッケーを
知り、魅⼒を感じ、さらに他の⼦と交流もできる素晴らしい機会に繋がったと感じます。 
暑い時期だったので、休憩をこまめに取りましたが、やはり時間的にお昼は⽇陰が少なかったので、参加している⼦どもだけ
でなく保護者の⽅や運営の⽅にとっても過酷な時間であったと感じます。⾵等もありましたが、テントをはるなど⼈⼯的に⽇
陰を作ったりしてもよかったかなと感じました。今後の運営に活かし、さらに素晴らしい活動へ繋げていただけたらと思います。 
 



                   
                              

永井友理（リオ・東京 2020・パリオリンピック代表） 
今回初めて夢⾒るホッケー教室に参加させていただきました。全スポと共同開催だった事もあり、普段あまり関わることの
出来ない⼦供達の試合を⾒たり、ホッケーをやった事の無い⼦ども達が楽しそうに取り組んでる姿をたくさん⾒れました。この
ような機会を頂いた事で、私⾃⾝⼤きな気付きや今後にとてもプラスになる事がたくさんありました。もちろん現役を引退した
選⼿が今回のようなイベントに参加することはとても良いことですが、現役中にイベントに参加する意味をすごく感じました。 
また、今後もこのような取り組みに協⼒させていただきたいです。 
もう少しイベントの呼びかけも増やせればいいなと思ったので、⾃分から発信することを増やしたいと思います。ありがとうござ

いました︕ 
 
千葉健寛（2023 インドアホッケー⽇本代表） 
9/14.15 と 2 ⽇間参加させていただいて、たくさんの⽅と交流をすることができ嬉しく思います。ホッケー未経験の⽅も楽

しんで体験していただき、経験者の⽅もミニゲームなどで⼀緒にホッケーを楽しむことが出来ました。またホッケーのアドバイス
を求めてくれる⼩学⽣やどんな指導をしたらいいかと質問してくださる保護者さんもいて、ホッケーを楽しみにながらイベントを
盛り上げることが出来ました︕ 
 
冨⽥恭平（JHA エリートアカデミー統括コーチ） 
たくさんのホッケープライヤーと触れ合えてとても楽しい時間でした︕ホッケーの練習は試合はもちろんですが、他のチームの

選⼿たちとの繋がりも⼤切にこれから頑張ってほしいです。トミさんは、みんなを応援してます︕ 
 
⼭下彰⼦（元⽇本代表・夢⾒るホッケー教室リーダー） 
 今年も⼩学⽣の⼤会期間中にホッケー教室やトークショー、サイン会を実施させていただき、とても充実した 2 ⽇間になり
ました。⼦どもたちにとっても、オリンピアンと関われる貴重な時間で、さらには⽇本代表を⽬指すような⼦どもたちにとっては
今後のヒントになるような話も聞けたと思います。⼤会はもちろん勝ち負けはあると思いますが、1 番はとにかく楽しんでホッケ
ーをやってもらいたいですし、⽇本代表という⼤きな⽬標だけではなく、みんなで掲げた⾝近な⽬標に向かって、仲間と⼀緒
に⼀⽣懸命取り組んでほしいなと思います。 
そして、ママやパパのサポートとして託児サービスも設けました。昨年度以上に利⽤者も多く、利⽤者の⽅がゆっくりできる
時間であったり、試合をゆっくり観れる時間、⾃分のことが少しできる時間になったのではないかと感じました。このような⼦育
て⽀援策も引き続き取り組んでいきたいと思います。 
 ホッケー体験会、トークショーやサイン会に参加いただいたみなさま、託児サービスを利⽤していただいたみなさまありがとう
ございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   
                              

◯教室⾵景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   
                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   
                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   
                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   
                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


